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いる（Scheme 2）。本反応およびジアゾトシレートの C–H 挿入反応を鍵工程として
12 の全合成を達成し、paesslerin A の真の構造を明らかとした。 
（方法・結果）Tf2NH 触媒存在下、エノン 13 とシロキシジエン 14 を反応させたの
ちにワンポットでアクリル酸メチルを加えると、三環性化合物 15 が極めて短工程
で得られた。15 を天然物へ導くにあたり、6 員環上の不活性な C–H 結合を官能基
化することが大きな課題となった。種々試行錯誤した結果、核間位ヒドロキシ基を
足掛かりとするジアゾトシレート 17 の C–H 挿入反応に成功し、メチル基との立体




用いた時、異性化に成功した。最後にアセチル化を行って得られた 12 の NMR デー
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